
一
休
　
朱
　
太
　
刀
　
の
　
像
　
に
　
つ
　
い
　
て

中

一
休
が
、
一
休
好
を
中
心
と
す
る
、
近
世
の
お
び
た
だ
し
い
一
休
説
話
の
素

材
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
休
説
話
の
内
容

は
、
一
休
の
頓
智
・
按
智
等
の
、
い
わ
ゆ
る
奇
行
が
そ
の
母
体
と
な
っ
て
い

る
。
一
休
の
奇
異
な
言
動
は
、
一
休
の
狂
雲
勇
や
自
戒
賃
、
更
に
は
、
東
海
一

休
和
借
年
譜
や
一
休
和
慣
行
実
等
の
、
当
時
の
た
し
か
な
資
料
の
巾
に
も
散
見

す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
一
休
の
奇
異
な
言
動
の
記
事
に
接
す
る
と
、
お
の
ず
と
、

一
休
当
時
の
人
々
も
亦
、
一
休
の
奇
行
を
、
単
に
欝
か
さ
れ
笑
わ
さ
れ
る
橿
度

の
も
の
と
し
て
、
高
く
は
受
け
と
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
が

ち
に
な
る
。
こ
れ
は
た
ぶ
ん
、
近
世
に
お
け
る
お
び
た
だ
し
い
一
休
説
話
の
、

笑
話
的
印
象
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
休
の
寄
異
な
言
動

も
、
当
時
の
人
々
に
、
い
わ
ば
章
票
の
対
象
と
し
て
、
高
く
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
一
休
朱
太
刀
の
橡
の
成
立
及
び

伝
播
を
め
ぐ
っ
て
た
し
か
め
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

高
い
思
想
や
精
神
に
支
え
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
奇
行
は
、
そ
の
ま
わ
り
の
人
々

に
、
新
し
い
行
動
様
式
や
物
の
考
え
方
等
を
切
り
闘
く
可
能
性
を
、
比
較
的
大

き
く
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
休
の
い
わ

ゆ
る
奇
行
が
、
当
時
の
人
々
に
、
い
わ
ば
専
崇
の
対
象
と
し
て
高
く
受
け
止
め

ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る
こ
と
は
、
文
学
の
方
面
に
も
、
間
接
的

に
も
せ
よ
、
意
味
の
あ
る
こ
と
と
み
ら
れ
よ
う
。

×

　

　

　

　

　

　

　

×

一
休
の
間
接
で
、
親
し
く
一
休
に
接
し
て
い
た
投
倫
招
等
の
手
に
な
る
東
海

一
休
和
借
年
譜
の
、
永
事
七
年
二
四
三
五
）
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
見
え
る
。

師
年
四
十
二
歳
、
昏
在
泉
南
、
毎
出
遊
待
市
、
持
一
木
剣
弾
鋏
、
市
人
争
問

師
、
剣
以
殺
為
功
、
師
持
此
剣
、
是
甚
應
用
、
答
日
、
汝
等
未
知
、
今
諸
方

瞑
知
識
似
此
未
剣
、
収
在
室
則
殆
似
真
剣
、
・
抜
出
望
則
只
木
片
耳
、
殺
猶
不

舘
、
況
活
人
乎
、
人
皆
咲
之
、
埼
子
陪
師
橡
、
曲
録
肺
角
詰
長
剣
、
以
代
烏

持
、
讃
有
吹
竜
三
尺
摂
動
灼
匡
之
句
。

吾
人
の
行
き
交
う
筒
中
を
、
禅
僧
が
、
木
剣
を
持
っ
て
出
歩
く
こ
と
は
、
寄
異

な
行
動
と
み
ら
れ
る
。
「
市
人
争
っ
て
師
に
問
う
」
と
い
う
記
述
も
、
未
剣
を

携
え
て
歩
く
一
休
の
姿
が
、
人
々
に
、
苓
異
に
映
じ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
人
を
殺
す
為
の
剣
を
、
師
は
ど
う
し
て
お
持
ち
な
の
か
と
い
う
市
人
の
問

に
対
し
、
一
休
は
、
「
今
の
諸
方
の
置
知
識
比
の
木
剣
に
似
た
り
、
収
め
て
室

に
在
れ
ば
則
ち
殆
ん
ど
真
剣
に
似
る
、
抜
い
て
室
よ
り
出
ず
れ
ば
則
ち
只
木
片

の
み
」
と
、
寺
中
に
あ
っ
て
は
真
の
僧
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
も
、
人
々
の
中
に

交
わ
っ
て
は
何
の
役
に
も
立
ち
得
ぬ
と
述
べ
、
更
に
、
当
時
の
・
「
諸
方
」
の
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「
贋
知
識
」
は
、
人
（
煩
悩
等
の
意
味
l
－
⊥
筆
者
）
を
殺
す
こ
と
も
活
か
す
こ

と
も
出
来
ぬ
無
力
の
者
だ
と
答
え
て
い
る
。

文
明
年
中
よ
り
寛
永
年
中
に
至
り
、
仏
法
と
日
へ
ば
紫
野
を
敬
崇
せ
ざ
る
は

無
し
、
そ
の
来
由
を
原
ぬ
る
に
、
諾
崇
は
詩
経
を
以
っ
て
人
を
取
り
、
五
山

は
文
茸
を
以
っ
て
人
を
取
る
、
独
り
紫
野
に
有
っ
て
は
参
禅
学
道
、
心
地
を

究
明
す
る
を
以
っ
て
人
を
取
る
（
認
軍
山
誌
、
原
文
洪
文
）

と
い
う
文
明
年
中
に
、
や
が
て
さ
し
か
か
ろ
う
と
す
る
紫
野
大
徳
寺
の
一
休
と
、

幕
府
の
庇
護
の
も
と
に
、
安
易
と
停
棒
の
う
ち
に
あ
る
同
じ
禅
宗
の
五
山
と
を

考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
一
休
の
こ
の
批
判
の
こ
と
ば
も
、
当
を
得
て

い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
お
く
と
し
て
、
一
見
奇
異
に
映
ず
る
一

休
の
行
動
の
中
に
、
確
と
し
た
意
図
を
持
っ
て
い
た
点
は
、
留
意
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
休
の
答
え
に
対
し
て
、
「
人
皆
之
を
咲
う
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
咲
」
い
は
、
い
わ
ゆ
る
一
休
説
話
に
つ
な
が
る
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
説
話
と
し
て
の
流
れ
を
た
ど
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
り
、
一
休
噺
や
一
休
諸
国
物
語
図
会
等
の
、
近
世
の
一
休
説
話
の
中
に
も
、

未
だ
見
出
し
待
て
い
な
い
。
も
ち
論
、
当
時
の
人
々
の
問
に
、
「
咲
」
い
を
も

た
ら
す
話
し
と
し
て
も
語
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
も
、
こ
の
一

休
の
奇
異
な
行
動
は
、
「
瑞
子
」
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
、
「
曲
錬
林
角
」
つ

ま
り
、
師
家
が
説
法
・
法
要
に
際
し
て
用
い
る
腰
か
け
の
一
角
に
、
「
長
剣
」

よ

を
「
霹
」
り
か
か
ら
せ
た
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
一
休
の
言
動
が
、
い
わ
ば
尊
崇
の
念
を
得
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
と
考
え

ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
人
皆
咲
之
」
と
い
う
先
掲
の
記
述
は
、
一
休
を
人
々

が
あ
ざ
け
り
笑
っ
た
と
い
う
意
味
に
と
る
こ
と
も
、
十
分
出
来
う
る
。
市
人
た

（
注
】
）

ち
は
一
休
を
あ
ざ
け
り
笑
っ
た
の
だ
が
、
一
休
に
近
侍
す
る
者
で
あ
っ
た
瑞
子

は
、
一
休
の
木
剣
（
長
剣
）
に
関
す
る
言
動
を
如
解
し
て
、
い
わ
ば
孤
立
の
状

態
の
中
で
一
休
の
長
剣
の
像
を
描
い
た
と
受
取
る
こ
と
も
出
来
る
わ
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
市
人
た
ち
の
あ
ざ
け
り
の
笑
い
の
巾
で
、
す
ぐ
さ
ま
一
休
長
剣

の
像
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
に
く
い
。
「
人
皆
咲
之
」
の
　
「
咲
」
　
い

が
、
あ
ざ
け
り
の
笑
い
で
な
か
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
年
譜
中
の
記

述
に
よ
っ
て
も
、
肯
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
未
剣
云
々
の
事
柄
の
あ
っ
た
三

年
前
の
永
享
四
年
二
四
三
二
）
の
条
に
、
場
所
は
同
じ
泉
で
の
出
来
事
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

冬
携
元
子
、
遺
草
・
・
（
中
略
「
：
一
日
入
檀
家
、
閥
看
老
牛
、
戯
雷
一
佗
掛

其
角
琉
云
、
異
類
行
中
是
我
腎
、
能
依
境
也
境
依
能
、
出
生
忘
却
来
時
路
、

不
設
前
身
誰
氏
僧
、
某
夜
牛
控
突
、
翌
日
牛
主
戯
師
日
、
師
頬
殺
害
牛
、
師

一咲。

「
戯
れ
に
一
伯
を
書
し
て
其
の
角
瑞
に
掛
け
」
た
「
檀
家
」
の
「
老
牛
」
が
、

「
某
夜
」
　
「
鐸
」
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
翌
日
、
「
牛
主
」
は
、
「
師
の
項

吾
が
牛
を
殺
す
」
と
、
「
師
に
戯
れ
て
日
」
っ
て
い
る
。
こ
の
　
「
師
に
戯
れ

て
」
と
い
う
記
述
は
、
「
牛
主
」
と
一
休
と
の
、
と
け
あ
っ
た
人
間
的
つ
な
が

り
を
思
わ
せ
る
が
、
こ
の
「
牛
主
」
は
、
一
休
が
木
剣
を
携
え
歩
い
た
同
じ
泉

の
住
人
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
「
（
泉
の
）
人
皆
咲
之
」
と
い

う
記
述
を
見
直
す
時
、
こ
の
「
咲
」
い
が
、
一
休
へ
の
あ
ざ
け
り
の
笑
い
と
は

受
取
り
が
た
く
思
わ
れ
る
。
木
剣
云
々
の
翌
年
の
永
享
八
年
二
四
三
六
）
の

条
（
年
詔
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

晃
年
丁
開
山
国
師
百
年
遠
忌
、
師
往
拝
塔
下
、
一
女
子
覿
衣
野
師
随
後
、
仇

述
侶
以
当
斉
供
…
（
以
下
略
）
…

「
往
き
て
塔
下
に
拝
」
し
よ
う
と
す
る
一
休
に
、
「
一
女
子
」
が
「
衣
霞
を
戴

い
て
後
に
随
」
っ
て
い
る
の
も
、
先
の
「
牛
主
」
の
場
合
と
は
趣
き
を
異
に
す

る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
一
休
と
市
井
の
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
思
わ
せ
る
よ
う
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で
あ
る
。

筒
中
を
太
剣
を
携
え
て
歩
く
と
い
う
一
休
の
奇
異
な
言
動
は
、
す
ぐ
さ
ま
長
剣

の
橡
と
し
て
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
一
つ
の
徴
証
と
し
て
、
当
時
の
人
々

に
、
い
わ
ば
尊
崇
の
念
を
以
っ
て
も
受
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
一
休
の
長
剣
の
像
は
、
以
後
も
、
年
代
を

隔
て
て
、
少
く
も
三
幅
は
措
か
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
三
帽
の
成
立
年
次
や

成
立
事
情
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

京
都
紫
野
の
真
珠
臆
に
は
、
通
称
、
一
休
朱
太
刀
像
と
呼
ば
れ
る
一
休
の
画
像

が
、
二
幅
甥
存
す
る
。
こ
の
二
幅
の
画
像
は
、
全
く
同
じ
構
図
で
、
同
一
物
か

と
見
え
る
程
似
通
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
幅
の
構
図
は
、
先
掲
の
、

年
詔
の
永
享
七
年
の
条
の
、
「
長
剣
」
を
「
曲
銀
杯
角
」
に
「
霹
」
り
か
か
ら
せ

て
い
る
と
い
う
記
述
に
、
符
合
す
る
。
し
か
も
、
真
珠
臆
の
画
像
の
一
幅
（
こ

れ
を
甲
と
呼
び
、
他
を
乙
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
に
は
、
年
詔
に
「
欝
に
吹
毛

三
尺
摂
動
畑
臨
之
句
有
り
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
「
吹
竜
三
尺
摂
動
畑

琶
」
の
句
を
宥
す
る
詔
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、

真
珠
臆
に
現
存
す
る
通
称
一
休
失
太
刀
像
甲
乙
二
幅
は
、
永
享
七
年
に
稲
子
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
一
休
の
長
剣
の
像
と
、
同
じ
（
い
わ
ば
槙
写
し
た
）
も
の
と

み
て
、
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
一
休
先
太
刀
橡
甲
に
記
さ
れ
た
讃
を
見
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。唱

下
分
主
賓
　
句
裡
転
機
棉
　
竹
箆
帰
葦
拉
　
私
庵
倶
不
親
　
吹
竜
三
尺
窺

動
旭
昌
　
慣
戦
作
家
　
七
事
随
身
　
八
方
受
敵
　
坐
断
粟
津
　
珂
仏
罵
祖

皐
境
褒
人
　
煙
坊
摘
辟
　
独
朗
天
真
　
宗
門
作
路
　
須
還
宗
純
　
拷
　
臨
濱

正
接
今
堅
地
　
但
願
祖
教
再
回
春

芸
笠
紹
徳
山
主
図
余
隋
質
雷
賛
書
以
塞
其
細

事
徳
二
故
事
夏
日
狂
雲
子
宗
順
（
一
休
印
）

「
紹
徳
山
主
」
が
一
休
の
太
刀
の
像
を
描
き
、
そ
れ
に
、
「
胃
」
め
ら
れ
て
、

一
休
が
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
に
讃
を
加
え
て
い
る
。
画
像
の
成
立
時
期

と
、
詞
を
記
し
た
時
期
と
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
長
い
年

月
の
隔
た
り
は
ま
ず
無
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
一
休
失

太
刀
像
甲
は
、
掌
徳
二
年
頃
成
立
し
た
と
、
一
応
考
え
ら
れ
る
。
事
徳
二
年

は
、
埼
子
が
一
休
の
長
剣
の
橡
を
描
い
た
永
享
七
年
か
ら
．
十
八
年
後
に
当
る
。

な
お
、
紹
徳
は
、
一
休
十
三
回
忌
に
、
約
六
百
名
の
中
の
一
人
と
し
て
、
を
其

文
を
寄
進
し
て
い
る
（
真
珠
魔
文
書
）
。

頁
珠
庵
に
現
存
す
る
他
の
一
休
朱
太
刀
係
（
乙
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
欝
が
記

さ
れ
て
い
る
。

華
望
子
孫
不
知
禅
　
狂
雲
面
前
誰
調
律

三
十
年
来
冒
上
宝
一
人
荷
担
根
源
禅

自
賛
語
応
禅
勇
居
士
求

前
紫
野
寵
宝
山
大
徳
寺
東
海
順
一
休
天
下
老
和
筒
二
休
印
）

一
休
は
、
文
明
六
年
二
四
七
四
）
に
紫
野
の
大
徳
寺
住
持
の
諭
旨
を
う
け
た

が
、
入
寺
の
法
語
と
共
に
退
院
の
法
語
を
唱
え
、
わ
ず
か
一
日
し
か
住
し
な
か

っ
た
。
従
っ
て
、
「
前
紫
野
大
徳
寺
」
と
い
う
識
語
か
ら
、
こ
の
詞
が
記
さ
れ

た
の
は
、
文
明
六
年
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
画
像
そ
の
も
の
は
、
い
つ
、

誰
の
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
一
応
、
文
明
六
年
以
後
と

琴
え
る
の
が
無
難
か
と
思
わ
れ
る
。
文
明
六
年
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
場
合
も
、
長
く
さ
か
の
ぼ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
一
応
文
明
六

年
を
と
る
と
、
端
子
が
一
休
の
長
剣
の
像
を
描
い
た
永
享
七
年
か
ら
は
三
十
九

年
後
、
紹
徳
が
免
太
刀
倍
を
描
い
た
享
徳
二
年
か
ら
は
、
二
十
一
年
後
と
い
う
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こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
二
休
の
長
剣
（
朱
太
刀
）
の
橡
は
、
長
い
年
月
に

わ
た
っ
て
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
く
り
返
し
措
か
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

一
休
に
「
自
賛
語
」
を
求
め
た
「
禅
勇
居
士
」
は
、
真
珠
庵
文
書
の
十
三
季
忌

出
銭
帳
に
、
約
六
百
名
の
中
の
一
人
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

弐
買
文
　
越
前
　
退
去
　
禅
勇

こ
こ
に
　
「
過
去
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
休
十
三
回
忌
の
明
応
二
年

（
一
四
九
三
）
に
は
、
既
に
故
人
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て

禅
勇
は
、
そ
の
生
前
に
、
一
休
の
十
三
回
忌
に
は
弐
芸
文
を
寄
進
す
る
よ
う
、

肉
親
か
詫
か
に
依
頼
し
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
禅
勇
の
、
一
休
へ
の
敬
泉

の
さ
ま
が
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
禅
舅
が
、
一
休
朱
太
刀
橡
乙
を
所
持
し
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
一
休
の
生
前
に
、
既
に
、
少
く
も
三
稿
は
成
立
し
て
い
た
こ
の
一
休
の

朱
太
刀
（
長
剣
）
の
橡
は
、
一
休
の
没
年
へ
文
明
十
三
年
二
四
八
一
）
の
四

十
五
年
後
、
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
に
も
、
宗
長
の
「
感
得
」
を
呼
び
お
こ

し
て
い
る
。
宗
昆
手
記
（
群
揖
類
従
本
）
に
よ
れ
ば
、
大
永
六
年
十
一
月
、
江

（
4
．
C
こ

州
矢
島
の
少
林
寺
に
入
っ
た
宗
長
は
、
そ
こ
で
一
休
の
「
太
刀
の
尊
橡
」
を
拝

し
、
短
歌
を
二
首
詠
じ
て
い
る
。

一
休
尊
像
太
刀
の
等
位
感
得
睾
て
。

打
払
ふ
医
の
あ
た
り
に
を
く
太
刀
の
さ
や
か
に
い
つ
こ
曇
る
琶
な
き

く
も
り
な
き
兄
す
ゝ
し
き
剣
太
刀
と
き
し
心
の
ま
す
か
か
み
か
な

「
一
休
尊
像
太
刀
の
尊
像
」
は
、
「
一
休
尊
橡
」
と
「
太
刀
の
尊
橡
」
の
二
幅

を
意
味
す
る
と
も
と
れ
る
が
、
詠
ぜ
ら
れ
た
二
百
の
短
歌
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、

「
太
刀
」
　
「
剣
太
刀
」
の
こ
と
ば
の
あ
る
点
か
ら
、
「
一
休
尊
橡
」
則
ち
「
太

刀
の
尊
橡
」
の
意
味
に
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
太
刀
の
尊
橡
」
が
、
前

述
米
の
朱
太
刀
の
像
と
、
ほ
ゞ
同
じ
（
い
わ
ば
模
写
し
た
）
よ
う
な
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
短
歌
の
「
打
払
ふ
床
の
あ
た
り
に
を
く
太
刀
」
と
い
う
表
現
が
、

師
家
の
す
わ
る
い
㌻
に
よ
り
か
か
ら
せ
た
長
剣
、
と
い
う
、
永
享
七
年
の
年
譜

の
内
容
及
び
真
珠
臆
の
甲
乙
二
幅
の
国
債
に
符
合
す
る
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
、
一
休
の
「
太
刀
の
尊
橡
」
の
前
に
立
っ
た
宗
長
の
「
感
得
」
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
詳
ら
か
に
は
し
え
な
い
が
、
「
太
刀
の
尊

像
」
の
基
と
な
っ
た
永
享
七
年
の
l
休
の
言
動
そ
の
も
の
の
み
を
恩
い
う
か
べ

て
「
感
得
」
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
感
得
」
は
、
一
休
に
親
し
く

摂
し
た
頃
の
思
い
を
は
じ
め
、
そ
の
後
の
、
一
休
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
の
顎
素

が
、
そ
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宗
長
に

「
感
得
」
を
よ
び
さ
ま
し
た
一
休
の
「
太
刀
の
尊
橡
」
が
、
筒
中
を
木
剣
を
揆

え
歩
い
た
と
い
う
、
一
休
の
、
人
の
意
表
を
つ
く
よ
う
な
笥
異
な
言
動
の
、
い
わ

ば
紀
念
の
像
で
あ
る
こ
と
は
、
宗
長
も
知
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
宗
長
は
、
こ
の
大
永
六
年
を
三
十
八
年
さ
か
の
ぼ
る
長
芋
二
年

二
四
八
八
）
の
頃
、
一
休
の
朱
太
刀
の
橡
を
、
「
宗
信
借
着
」
を
し
て
描
か

し
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
寛
文
八
年
二
六
六
八
）
に
、
如
校
子

福
住
道
政
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
宗
長
居
士
伝
の
、
次
の
よ
う
な
記
述
に
よ
っ
て

知
り
う
る
。

或
時
作
〓
大
神
宮
法
楽
千
句
独
吟
事
、
同
月
使
丁
宗
信
侍
老
真
申
等
一
休
和
尚

マ
マ

侃
＝
朱
刀
畠
上
・
撃
〒
宗
等
投
信
由
夢
自
警
奉
二
帽
－

こ
こ
に
、
「
一
休
和
椅
据
先
刀
肖
像
」
と
あ
る
の
は
、
前
述
末
の
一
休
の
先
太

刀
の
橡
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
み
て
、
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
宗
長

居
士
伝
に
よ
れ
ば
、
「
一
休
和
尚
侃
朱
刀
肖
像
」
は
、
「
大
神
宮
法
楽
千
句
独

吟
」
の
作
ら
れ
た
時
と
「
同
月
」
に
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、

（
注
3
）

こ
の
「
大
神
宮
法
楽
千
句
独
吟
」
は
、
大
嶋
櫻
子
氏
の
宗
長
年
詔
に
よ
っ
て
、

長
芋
二
年
ヒ
月
頃
詠
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
大
嶋
氏
の
宗
長
年
詔
に
は
、
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長
芋
一
年
の
条
に
、
「
七
月
、
伊
勢
神
宮
に
て
法
楽
連
歌
『
伊
勢
千
句
』
　
（
天

理
本
他
）
独
吟
か
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
、
伊
勢
神
宮
で
の
法
楽
連

歌
独
吟
が
、
宗
長
居
士
伝
に
記
す
　
「
大
神
宮
法
楽
千
句
独
吟
」
　
で
あ
る
こ
と

は
、
共
に
、
伊
勢
大
神
宮
で
の
、
法
楽
の
、
千
句
の
、
独
吟
で
あ
る
こ
と
、
に

ょ
っ
て
、
認
め
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
大
神
宮
法
楽
千
句
独
吟
」

を
、
宗
長
年
詔
に
よ
り
、
長
享
二
年
七
月
頃
の
成
立
と
認
め
、
そ
し
て
、

「
一
休
和
筒
鳳
来
刀
肖
像
」
も
亦
、
こ
れ
と
「
同
月
」
の
、
長
享
二
年
七
月
頃

に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
こ
．
の
「
一
休
和
筒
侭
失
刀

肖
橡
」
を
「
槙
等
」
し
た
「
宗
信
」
は
、
長
享
二
年
の
五
年
後
の
、
明
応
二
年

二
四
九
三
）
の
一
休
十
三
回
忌
に
、
納
所
方
及
び
奉
行
の
一
員
と
し
て
、
そ

の
窮
め
を
果
し
て
い
る
（
市
議
唐
文
吾
）
。
一
休
の
「
自
賛
語
」
を
記
し
た
「
没

（
注
4
）

倫
（
紹
等
）
」
は
、
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
五
月
に
没
し
て
い
る
C
ま
た
彼

は
、
一
休
が
開
祖
で
あ
る
と
こ
ろ
の
真
珠
・
酬
恩
両
庵
の
第
一
世
で
あ
る
（
真

珠
酬
恩
両
庵
歴
代
世
次
）
。

さ
て
、
宗
長
は
、
こ
の
よ
う
に
、
一
休
の
没
年
の
約
七
年
後
、
一
休
の
朱
太
刀

の
橡
を
写
さ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
動
機
や
意
図
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
は
、
は
っ
き
り
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
宗
長
年
詔
に
よ
れ

ば
最
初
の
独
吟
千
句
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
大
神
宮
法
楽
ヰ
句
独
吟
」
曇
詠
じ
た

そ
の
同
じ
月
に
、
一
休
の
朱
太
刀
の
橡
を
写
さ
し
め
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
更

に
、
そ
の
像
の
一
休
の
自
讃
を
、
一
休
の
法
を
嗣
ぎ
、
真
珠
・
酬
恩
両
庵
の
第
一

位
と
な
っ
て
い
る
没
倫
紹
等
に
、
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
は
、
宗
長
の
一

休
へ
の
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
尊
崇
の
念
を
思
わ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
長
享
二
年

か
ら
三
十
三
年
後
の
大
永
六
年
に
、
江
川
矢
鳥
の
少
林
寺
で
、
一
休
の
「
太
刀

の
尊
像
」
に
接
し
て
、
「
成
員
」
し
た
、
先
指
の
宗
長
手
記
の
記
述
が
、
思
い

お
こ
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
長
が
、
宗
信
に
一
休
の
朱
太
刀
の
係
を
写
さ
せ
、
没
倫
に
一
休

の
讃
を
記
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
宗
長
手
記
の
一
本
、
広
島
大
学
所

蔵
の
九
ケ
記
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
九
ケ
記
（
一
冊
）
は
、
群
書
類

従
本
宗
長
手
記
の
下
巻
に
当
る
も
の
で
、
江
戸
初
期
の
写
し
と
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
末
尾
に
、
本
文
と
同
筆
で
、
本
文
に
引
き
続
き
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

一
休
和
借
竹
箆
朱
太
刀
橡
．

唱
下
分
主
賓
　
句
裡
転
機
的
…
（
中
略
、
先
掲
の
真
珠
庵
一
休
朱
太
刀
像
甲
の

讃
と
同
文
）
…
但
願
　
祖
教
再
回
春

（．、5）

大
永
六
年
丙
戌
小
春
日
　
裡
書
－
ニ
ス

先
師
尊
橡
依
宗
長
老
人
所
望
宗
信
侍
者
積
翠
等
之
　
自
賛
語
没
倫
老
師
墨

跡
也

こ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
、
宗
長
手
記
の
一
本
で
あ
る
九
ケ
記

に
記
さ
れ
た
か
は
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
い
ま
は
こ
の
点
の
考
察
は
後

の
機
会
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
と
も
か
く
も
、
宗
長
が
、
宗
信
を
し
て
一
休
の
朱

太
刀
の
橡
を
写
さ
し
め
、
没
倫
に
、
一
休
の
自
讃
を
書
い
て
も
ら
っ
た
と
い

う
、
宗
長
居
士
伝
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

宗
長
が
、
一
休
の
朱
太
刀
の
橡
に
接
し
て
「
感
得
」
し
た
太
永
六
年
か
ら
七
十

八
年
後
の
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
の
奥
書
を
看
す
る
越
後
在
府
日
記
二

冊
。
広
島
大
学
蔵
）
に
、
一
休
の
朱
太
刀
の
像
に
ふ
れ
た
記
事
が
、
わ
ず
か
な

が
ら
み
ら
れ
る
。

僧
一
休
影
－
一
朱
さ
や
の
太
刀
右
に
看
、
口
伝
云
ク
三
尺
の
竹
箆
吹
毛
の
剣

「
一
休
影
」
の
「
朱
や
の
太
刀
」
は
、
前
述
乗
の
一
休
の
朱
太
刀
の
橡
を
意
味

し
、
「
三
尺
の
竹
箆
吹
毛
の
剣
」
は
、
年
詔
の
永
享
七
年
の
条
、
及
び
、
真
珠

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

庵
の
一
休
朱
太
刀
橡
甲
の
讃
に
も
記
さ
れ
て
い
た
「
吹
き
二
尺
摂
動
佃
匹
」
の
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ヽ

　

ヽ

語
句
や
、
同
じ
く
一
休
朱
太
刀
の
橡
甲
の
讃
の
中
の
「
竹
箆
帰
掌
握
」
の
語
句

と
関
連
が
あ
ろ
う
。
越
後
在
府
日
記
の
・
一
休
の
朱
太
刀
の
橡
に
関
す
る
記
事

は
、
た
だ
こ
れ
だ
け
で
孤
立
し
、
こ
の
前
後
は
、
一
休
と
何
の
関
係
も
な
い
記
事

が
、
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
越
後
在
府
日
記
は
、
い
わ
ゆ
る
日
記
と
は
性
格

を
異
に
し
、
筆
者
の
目
に
し
耳
に
し
た
文
献
や
口
碑
の
た
ぐ
い
の
一
節
を
、
か

き
集
め
て
羅
列
し
た
形
を
と
っ
て
い
．
る
。
従
っ
て
、
筆
者
が
ど
の
よ
う
な
意
図

で
こ
の
記
事
を
記
し
た
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
筆
者
が
、
越
後
に
在
っ

て
、
一
休
の
朱
太
刀
の
像
を
見
た
か
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
に
関
す
る
話
し
を
問

い
た
と
は
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
、
永
事
七
年
二
四
三
五
）
に
お
け
る
一
休
の
、
筒
中
を
木
剣
を

携
え
歩
く
と
い
う
言
動
は
、
そ
の
時
す
ぐ
さ
ま
長
剣
（
朱
太
刀
）
の
像
と
し
て

描
か
れ
、
そ
し
て
、
享
徳
二
年
二
四
五
三
）
頃
、
文
明
六
年
二
四
七
四
）

頃
、
畏
享
二
年
二
四
八
八
）
唱
と
、
く
り
返
し
描
か
れ
、
あ
る
い
は
棲
写
さ

れ
、
更
に
、
座
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
奥
書
の
越
後
在
府
日
記
に
記
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
は
、
一
休
の
人
の
意
表
を
つ
く
よ
う
な
苓
異
な
言

動
も
、
単
に
人
を
驚
か
せ
笑
わ
せ
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ

た
の
で
な
く
、
当
時
の
人
々
に
、
尊
蔦
の
念
を
も
っ
て
（
あ
る
い
は
そ
の
一
中

核
と
な
っ
て
）
、
高
く
受
け
止
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

狂
雲
集
や
自
戒
集
、
更
に
は
、
東
海
一
休
和
借
年
譜
や
一
休
和
借
行
実
等
に

散
見
す
る
一
休
の
奇
異
な
言
動
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
一
休
独
自
の
も
の
で
あ

り
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
行
動
様
式
な
り
物
の
考
え
方
な
り

を
切
り
開
い
た
か
は
、
文
学
方
面
で
は
宗
長
を
笠
頭
と
し
て
、
今
後
の
課
題
と

な
る
。

謹
1
　
「
東
海
一
休
和
筒
年
詔
」
に
よ
れ
ば
、
玲
子
は
、
嘉
富
二
年
二
四
四

二
）
に
、
一
休
が
初
め
て
謹
羽
山
に
入
り
、
そ
こ
に
仕
す
る
に
当
り
、
そ

注
2

注　注　注
5　4　3

の
案
内
を
し
て
い
る
。
な
お
、
彼
は
、
同
じ
く
「
年
譜
」
に
よ
っ
て
旧
朝

臣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
桝
鵠
少
林
寺
桐
岳
鳳
禅
師
創
、
畢
一
休
天
上
、
畠
祖
』

（
「
龍
宝
山
志
」
）

「
女
子
大
国
文
」
第
二
十
四
号
（
昭
3
7
・
2
）

「
真
珠
酬
恩
両
魔
歴
代
世
次
」
他
。

こ
の
日
付
が
、
「
一
休
和
備
竹
箆
朱
太
刀
像
」
の
出
来
上
っ
た
年
月
を

示
す
の
で
な
い
こ
と
は
、
こ
の
像
に
欝
を
記
し
て
い
る
没
倫
が
、
大
永
六

年
の
三
十
三
年
前
、
明
応
元
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

あ
る
。

或
は
、
『
一
休
和
借
竹
箆
朱
太
刀
像
』
に
付
さ
れ
て
い
た
欝
及
び
『
裡
容
』

を
、
写
し
取
っ
た
年
月
を
元
す
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
明
解
を
得
な

い
。

宗
長
が
少
林
寺
に
入
っ
て
、
一
休
の
『
太
刀
の
尊
橡
』
を
拝
し
た
の
が
、

大
永
六
年
十
一
月
頃
で
あ
る
点
と
、
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

－
尾
道
短
期
大
学
講
師
1
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